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“毛細血管機能評価指標”提供のためのPHR

令和６年度第２回未病産業研究会
～ＰＨＲなどのデータを利活用した

ヘルスケア製品・サービスの社会実装への取組事例～

Takeno,Dan



A B O U T  U S

「毛細血管 × テクノロジー」のチカラで

世界中の人々の健康を見守る

Deep Tech ヘルスケアスタートアップ企業です

毛細血管の観察・保存・解析・評価を一貫して行える

毛細血管解析システムを提供。

誰もがいつでも簡単に健康チェック＆予防ができる

新しいヘルスケア指標の確立を目指しています

2021年10月

ヘルスケアベンチャー大賞「イノベーションチャレンジ賞」



オートフォーカス型毛細血管スコープ

２ボタンで、毛細血管の状態を測定！





毛細血管スコープのイノベーション

2003年7月テレビ東京

ワールドビジネスサテライト（WBS）

2003.04 毛細血管観察装置リリース

2016.10 理化学研究所・慶応義塾大学との共同研究開始

2009.11 毛細血管スコープ ( 小型化 )

2016.03 “健康科学ビジネスセレクション”研究開発部門大賞受賞

2017.12 経済産業省「地域未来牽引企業」に選出

2018.03 日本総研主催「未来2018 」メディカルヘルスケア部門
最優秀賞受賞

2019.04 りそな中小企業振興財団「中小企業優秀新技術・新製品賞」 
奨励賞受賞

2016.01 大阪大学医学系研究科との共同研究成果により数値化に成功

2020.10 東北大学医学部眼科との共同研究「緑内障診断の有用性」学会発表

2021.10 ヘルスケアベンチャー大賞「イノベーションチャレンジ賞」受賞

2023.09 J-Startup KANSAI 選定

2022.05 神奈川県 未病研究会 ME-BYOブランド認定

2023.10 東北大学共同研究論文「糖尿病網膜症の発見・評価に有効」   
Graefe‘s Archiveに掲載



ノウハウ・技術・データ

毛細血管画像処理特許を３つ取得

世界で唯一、20項目の抽出/数値化が可能

理化学研究所と共に

400項目 1,000人以上のデータセットを取得済み

毛細血管画像処理特許を３つ取得

世界で唯一4秒で36項目の抽出・数値化が可能

理研と取得した400項目・1,000人以上のデータセット

理化学研究所RCH 未病指標開発プロジェクトにて

1,101名（男477・女624）対象に測定
生活習慣病の発症リスクが高い40台以降のデータ充実

※ 1,101名中、40台以降は計731名 /  内訳：40代：290名（女150・男140）/ 50代：246名（女135・男91）/ 60代：186名（女99・男87 ）/ 70代：5名（男5）

※

1.5万人の毛細血管の分析ノウハウ



毛細血管機能評価とヘルスケア指標
毛細血管は健常者の不調（＝未病）を捉える健康管理指標になる

赤
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青
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黄
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健康な状態
の毛細血管

病気の状態
の毛細血管

未 病

黄信号（未病発見）を創り出す

糖尿病患者
の毛細血管



オートフォーカス型毛細血管スコープ



毛細血管画像解析システム「CAS」

毛細血管画像クラウド解析システム

40,000



共同研究：

“未病・健康脆弱化”の指標を構築することにより、

精緻な健康状態の把握と構築した健康指標に基づく新規ヘルスケア事業化へと展開

N = 1,026

※欠損があるため
ところどころ

N数が減少
している

【 被験者の性別分布 】 【 被験者の年代分布 】

男性女性

444582

男

女

生活習慣病発症リスクが高い
40代以降のデータが充実 同意説明 血液測定

理化学研究所RCH 未病指標開発プロジェクト



理化学研究所リサーチコンプレックス

1 主解析データ 720 名（2017年度分）

解析対象数は 692名

（242項目中、採血 31項目・その他 50項目 を選抜）

2

3

疾患関連未病のグルーピング

”健康関数”の導出



毛細血管指標の有用性





バイオマーカー指標として簡便なアプローチの実現

栄養学分野で評価の高い国際学術誌Nutrientsに掲載されました

【リリース名】
生活習慣バイオマーカー指標として簡便なアプローチ
―爪床毛細血管指標が食生活の改善効果の可視化に有用であることを発見―

【共同研究グループ】
東北大学大学院農学研究科駒井三千夫名誉教授（白川仁教授）
あっと株式会社（代表取締役：武野團）

【内容】
毛細血管指標を活用した研究の臨床診断および不健康な食生活の
改善における有用性に関して包括的レビューを行いました。



毛細血管の改善

食品原料B

①

①

②

②

2015年11月

2016年1月

１３２μm
２５１μm

２８０μm
３３１μm

かかと上げ下げ運動 食品原料A

517μm

1208μm





毛細血管スコープの広がり

東京大学 生産技術研究所

昭和大学

埼玉医科大学 医学部小児循環器部門

群馬大学 医学部保健学科生体情報検査科学

東北大学COI 医学部眼科 東北メディカルメガバンク

弘前大学COI

秋田大学 医学部病理学

金沢医科大学 医学部女性総合医療センター

慶應義塾大学 川崎市殿町 百寿総合研究センター

大阪大学 医学部保健学科微生物病研究所

奈良医科大学(MBT)

理化学研究所 神戸

愛媛大学 医学部抗加齢予防医療センター

血管ナビ登録薬局

40,000



健康経営製品・サービス

健康経営製品

⚫ 社内設置血管スコープで社員自身が定期的に状態を測定

⚫ 毛細血管像・管理情報から健康状態を可視化

⚫ ユーザー(従業員)に生活習慣上の課題認識・対策検討の

機会や、また個別性の高い健康カウンセリングをアプリ

を通じて提供

健康経営サービス

⚫ 毛細血管像から健康状態の定量評価と、生活習慣(食事、

運動、睡眠)の状況・課題の評価ができる

⚫ 毛細血管変化の観察により気づきが得られるため、健康

への改善or阻害要因の発見、確認、理解が得られる

⚫ 企業が取り組む健康経営プログラムを通じ、ユーザの行

動変容や実際の健康増進の加速を促す

毛細血管で状態を理解する / 自分にあった行動変容・健康増進を促進できる

年に1度の健康診断では起こり難かった行動変容が
週次・月次の毛細血管チェックにより行動変容効果UP

メリット

会社

システム利用費

健康経営管理サービス

ユーザー(社員)

健康経営PHR

血管評価
状態分析

カウンセリング

全自動型
毛細血管スコープ

血管ナビ
健康経営
ユーザU/I

健康増進
行動変容

支援サービス

健康経営
社員への
健康投資



健康経営製品・サービス概要



毛細血管機能評価指標PHR概要

新規性・独自性
①毛細血管AI ②エキスパート分析

③サービス連携 ④協業シナジーの幅

ユーザ

血管ナビ

毛細血管画像
健診・生活習慣問診・バイタルデータ

スコープを設置
健康経営を実施する企業、健診、クリニックなど

“毛細血管機能指標: CAS Rating”

＆ 生活習慣状態・健康の質の分析
＆ ソリューションマッチング情報の提供

事例）
健康増進のため、毛細血管機能指標を用い
て運動・サプリなどの対策の改善効果状況
を可視化、被験者とカウンセラーが状態の
確認、検証、対策増進に活用する。

爪先毛細血管指標を用いた健康・生活習慣評価バイオマーカーを統合したPHR

エキスパート分析

毛細血管指標による
生活習慣の可視化PHR

他PHR

と連携

サービス事業者他PHRとの連携

C社 PHRサービス

B社 PHRサービス

A社 PHRサービス

情報連携基盤

API GW

API GW

毛細血管PHR

毛細血管AI



健康経営製品・サービス（実施例）

毛細血管が長く変化した参加者の事例
この参加者は、運動の時間が取れないため、自宅の居間でもできる“足踏み”運動を、この期間継続しました。
形状がヘアピンに近づき、背景の濁りも減少し、改善が確認されました。
ちょっとした取り組みでも、自身の状態に合致した行動変容によって、このように毛細血管の状態が改善します。



共同臨床研究

創薬/サプリメーカー
大学

エビデンスが取れた
介入製品・サービス

企業従業員

PHRデータ

保健師

保健
指導

健康保険組合 協会けんぽ

大企業・工場
中堅企業

福利厚生
健康介入補助

健康経営
ウェルネスマネジメント

エビデンスベースド
ヘルスケア CRM

つなぐ

クリニック 健診 薬局

健康経営導入企業周辺のHCソリューション店舗

あっと
健康経営PHR

健食・ヘルスケア

ヘルスケアCRM×健康経営PHR
毛細血管PHRを活用したHC介入製品・サービスのパーソナルエージェント

ヘルスケアと健康経営をつなぐ価値

1. エビデンスベースのHC製品を
提供する毛細血管CRM

2. 健康経営PHRを利用する消費
者層とのチャネル

日常的・再帰的に
消費者行動を取得

エビデンスベースな

HC PersonalAgent

&keyHCPlafformを構築する

によって‥



ご清聴ありがとうございました

毛細血管指標を進化させて

世界の医療に新革命を起こす
Capillary Functionによりエビデンスベースドヘルスケアを構築

あっと株式会社 代表取締役

武野 團
takenodan@kekkan-bijin.jp
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